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医療に不可欠な血液製剤の原料となる血液の安定的な確保のため、
賀茂保健所管内における献血の現状と取組について御説明します。
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血液製剤には、「輸血用血液製剤」と「血漿分画製剤」がありま
す。
血液製剤と聞くと、事故等によるけがの治療や手術に必要とする
輸血を想像されると思います。
しかし、血液製剤は、主にがんや血液疾患等の治療に使用されて
います。
血液は人工的に作ることができず、また長期保存もできないため、
多くの人による継続的な献血が不可欠です。
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献血には、血液中のすべての成分を採血する「全血献血」と、血
液中の血小板や血漿だけを採血する「成分献血」があります。
安全な血液を確保するためには、年齢や体重などの様々な条件が
あります。
右の表は、「全血献血」について、主な採血基準を示したもので
す。
賀茂管内で行われる献血はすべて全血献血であり、得られた血液
は愛知県にある東海北陸ブロック血液センターにて検査や製剤化
が行われます。
種類にもよりますが、16歳から献血可能で、60～64歳までに一度
でも献血していれば、69歳まで献血をすることができます。
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本県で令和７年度に献血に御協力いただいた方は、130,729 人で
した。
一部の血液製剤は海外に頼っている部分もありますが、現時点で
は、県内で必要な「輸血用血液」は不足なく供給されています。
左のグラフより、県の人口における、16歳から69歳までの献血可
能人口の割合は減少傾向にあり、右のグラフより、10歳代から20
歳代の若年層、及び30歳代から40歳代の献血者数が減少している
ことが読み取れます。
必要血液量を安定的かつ効率的に確保するために、10歳代から40
歳代に対する献血啓発、及び同一献血者からの複数回献血の確保
が課題となっています。
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令和８年度静岡県献血推進計画の概要を示します。
本県において、今年度に必要と見込まれる血液製剤の量より、本
県では59,070 Lの血液を献血によって確保する必要があります。
この血液量を確保するため、143,000人の献血者を確保することを
目標としています。
この人数を確保するために、血液センターと連携の上、市町が献
血者確保計画を作成しており、賀茂管内では下表のとおり確保す
ることを目標としています。
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賀茂保健所管内では、下田市で５日、その他５町で２日、献血車
による献血が行われます。
管内に大きな企業が少なく、平日に役場で行われる献血が主と
なっております。
また、特に５町では年に２日と献血機会が少ないことが、賀茂管
内の献血日程の特徴です。
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献血者の確保状況を表す指標として、「受付率」というものがあ
ります。
これは、必要な献血者数に対する献血受付者数の割合で、県保健
医療計画では毎年度100％を目標としています。
左のグラフより、県全体の受付率はおおむね100％程度で推移して
いますが、賀茂管内では県全体の受付率を下回る年度が多いです。
また、市町別に見ると、昨年度は１市４町で受付率が100％を下回
る結果となりました。
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総人口における、16歳から69歳までの献血可能人口を献血可能人
口割合として算出しました。
左のグラフより、賀茂管内は少子高齢化や人口減少の影響により、
献血可能人口割合が県全体の割合を下回り、減少傾向にあります。
各市町の人口及び献血可能人口は右のグラフのとおりです。
献血可能人口が少ないから献血する人も少ないという見方もあり
ますが、献血可能人口に対する献血受付者数は県全体では約６％
程度であるのに対し、賀茂管内では約２％程度と非常に少ない割
合に留まっているのが現状です。
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賀茂管内の献血実施における課題をまとめると、輸送の時間的制
約のために献血機会が少ないこと、受付率が低いこと、及び献血
可能人口に対する受付者の割合が小さいことの３点が挙げられま
す。
管内で献血者数を増やすためには、どれだけ多くの人に献血のこ
とを知ってもらえるか、献血の啓発が重要です。
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これらの課題を解決するための取組として、賀茂保健所では管内
の献血日程のお知らせをケーブルテレビ各社に依頼し、テロップ
放送しています。
また、市町と連携し、各市町内の献血日程について広報の取組を
お願いしておりますが、
総合庁舎で行われた献血では、庁舎内の職員や近隣企業宛てに、
事前にポスターの掲示や通知により協力を依頼し、10月８日の献
血では31人の方に御協力いただきました。
さらに、アボちゃんサポーター事業により、賀茂管内の住人に向
けた啓発活動を行っています。
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アボちゃんサポーター事業とは、県が平成10年度から毎年行って
いる啓発事業です。
献血が可能になる16歳という年齢に合わせ、高校生の皆さんに
「アボちゃんサポーター」としてボランティアをお願いしていま
す。
若い世代が自ら地域や学校で広報活動を行うことで、同世代が献
血を身近に感じるきっかけを作るとともに、将来を担う若年層の
献血意識を高めることを目的としています。
管内では今年度、県立下田高校、県立松崎分校及び県立伊豆の国
特別支援学校伊豆松崎分校で実施し、計22人を委嘱しました。

11



管内のアボちゃんサポーターの活動内容を紹介します。
右の画像は、各高校のインスタグラムアカウントへの投稿で、委
嘱式や学内献血の様子をアカウントにアップすることで、若年層
への献血意識の普及を図っています。
また、管内では少子高齢化の影響で若年層がそもそも少ないこと
から、献血可能人口全体への献血啓発活動として、地域のイベン
トでの啓発活動を行っています。
今年度は啓発グッズの配布だけでなく、より主体的に献血のこと
を知ってもらえるよう、イベント来場者にアボちゃんサポーター
作成の献血クイズを実施することを予定しています。
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管内のアボちゃんサポーターは、学校内での献血啓発や、全国一
斉キャンペーン及び地域の献血日程の周知について活動を行って
います。
秋には、学校内から地域へ活動範囲を広げ、10月は下田市ふれあ
い広場において、下田高校アボちゃんサポーターがイベント啓発
を実施し、11月には松崎高校及び松崎分校アボちゃんサポーター
が西伊豆町ふるさとまつりでの啓発活動を予定しています。
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管内の課題を踏まえ、アボちゃんサポーターとともに、より多く
の人に献血に御協力いただけるよう呼びかけ、献血者の確保を
図ってまいります。
是非とも、賀茂管内の献血及び啓発活動に御協力をよろしくお願
いします。
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最後にお知らせです。
11月８日に西伊豆町ふるさとまつりにおいて、松崎高校及び松崎
分校のアボちゃんサポーターによる献血啓発活動を行います。
ブースでの献血クイズによる新しいイベントを実施する予定なの
で、ぜひとも多くの方に御参加いただき、献血について御理解・
御協力いただけますと幸いです。

15



日 曜日 賀茂地域局 下田財務事務所 賀茂健康福祉センター 賀茂農林事務所 下田土木事務所

狩猟一斉パトロール

8:30～　各市町（西伊豆町除く）

静岡大学公開講座

18:00-19:30 賀茂キャンパス

①デジタルノマドシンポジウムin静岡
13:00-17:00 ホテル伊豆急

②防災講座（浜崎小学校）
10:00-11:30 賀茂危機管理庁舎

③防災講座（朝日小学校）
13:25-15:00 朝日小学校

土木の日イベント

10:00～15:00　下田港荷さばき地

「夕陽のまち西伊豆町ふるさとまつり」土木PRブース出展

10:00～14:00　黄金崎クリスタルパーク

①防災講座（松崎小学校）
9:15-11:00 松崎小学校

②防災講座（松崎中学校）
13:30-15:20 松崎中学校

「税を考える週間」県税広報展

11/11（水）～11/17（火）

①防災講座（朝日小学校）
13:25-15:00 朝日小学校

フラワーアレンジメント体験

②防災講座（下田高校　定時制）
17:40-19:45 下田高校

9:00～　ひがしいず幼稚園

医療・福祉・司法なんでもかんでも相談会【下田会場】

13：30～15：30

狩猟一斉パトロール

8:30～　西伊豆町

防災講座（南伊豆中学校）

11:30-15:10 南伊豆中学校

防災講座（熱川小学校）

10:25-12:05 熱川小学校

防災講座（伊豆海認定こども園）

9:30-10:30 伊豆海認定こども園

防災講座（伊豆の国特別支援学校伊豆下
田分校）

10:40-11:45 伊豆下田分校

①静岡大学公開講座オンライン試聴会
18:00-19:30　賀茂キャンパス

②防災講座（河津中学校）
13:10-15:00 河津中学校

定例記者懇談会 災害時の食の備えに関する研修・交流会

9:30～ 賀茂キャンパス 10:00～14:30

①社会人講座
13：30～　賀茂キャンパス

①防災講座（稲生沢小学校）
13:20-14:55 稲生沢小学校

防災講座（南伊豆認定こども園）

10:00-11:00 賀茂危機管理庁舎

防災講座（稲生沢小学校）

9:30-11:30 賀茂危機管理庁舎

行事予定表　（令和8年11月分）

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月
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日 曜日
農林技術研究所

伊豆農業研究ｾﾝﾀｰ
水産・海洋技術研究所

伊豆分場
賀茂広域

消費生活センター
賀茂地域

教育振興センター
伊豆観光局

くらしに役立つ県民講座

13:00～　賀茂キャンパス

行事予定表　（令和8年11月分）

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月
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令和８年 10 月 23 日

定例記者懇談会資料

「デジタルノマドシンポジウム in 静岡」の開催

（要旨）

県では、「デジタルノマドシンポジウム in 静岡」を以下の通り開催します。

本イベントは、国際的なリモートワーカーであるデジタルノマドの特徴や地域での受入

方法を広く周知し、理解を深めることで誘致・受入促進を図ることを目的としています。

観光事業者、交通事業者、金融機関、行政機関、地域事業者の皆様のご参加をお待ちし

ております。

（概要）

担 当：地域課 中村

電話番号：0558-24-2204

（賀茂地域局）

日 時 令和８年 11 月６日（金） 13：00～17：00

会 場 ホテル伊豆急（下田市白浜 2732-7）

内 容

第１部 パネルディスカッション 13：00～16：00

第２部 交流会（アンカンファレンス）16：00～17：00

主 催 静岡県

運 営 ELENTO 合同会社

対 象 観光事業者、交通事業者、金融機関、行政関係者、地域事業者 等

参加費 無料
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令和８年 10 月 23 日

記者懇談会資料

＜賀茂キャンパス活用プログラム＞

静岡大学×賀茂キャンパス公開講座

『民俗学への誘い』の開催

（要旨）

静岡大学との共催で『民俗学への誘い』をテーマに全３回の公開講座を行います。

（概要）

１ 内 容

担当 地域課 菅尾

電話 0558-24-2202

（賀茂地域局）

日時 テーマ・講師

11 月２日（月）

18:00～19:30

「『日本鉱泉誌』にみる伊豆の温泉―伊豆から考える湯治の民俗学―」
樽井 由紀 氏
（奈良女子大学大学院修了 博士（文学））
（奈良女子大学古代学センター協力研究員）

12 月１日（火）

18:00～19:30

「民俗学と自然災害―暮らしと災害の調和を探る―」
後藤 知美 氏
（独立行政法人国立文化財機構文化財防災センター主任研究員）

12 月 21 日（月）

18:00～19:30

「体験！誰でもできる民俗学ワークショップ」
辻本 侑生 氏（静岡大学地域創造教育センター講師）

２ 会 場 静岡県下田総合庁舎 別館２階 賀茂キャンパス (下田市中 531 の１)

３ 対 象 県民など

４ 参 加 費 無料

５ 申 込 次のいずれかの方法でお申し込みください。

① 右の二次元コードからアクセスしてください。

② 電子メールで氏名、参加人数などを記載してお送り

ください。（宛先：kamo-chiiki@pref.shizuoka.lg.jp）

③ 電話（0558-24-2202）で担当あてにお申し込みください。

10 月１日記者提供済み
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令和８年 10 月 23 日

記者懇談会資料

＜賀茂キャンパス活用プログラム＞

静岡大学東部サテライト公開講座オンライン試聴会

～カメラ画像で自然災害の予兆を検知する試み～

（要旨）

静岡大学が主催する講座「多彩な視点から学ぶ伊豆半島の自然と社会」を同大学の協

力により、11 月 24 日（火）に以下の通り開催します。

（概要）

担 当：地域課 菅尾

電話番号：0558-24-2202

（賀茂地域局）

日 時 令和８年 11 月 24 日（火） 18:00～19:30 (途中入退出可能）

会 場
静岡県下田総合庁舎別館２階 賀茂キャンパス

※別館１階玄関からお入りください。

内 容

演題・講師

「カメラ画像で自然災害の予兆を検知する試み」

静岡大学総合防災センター 客員教授

橋本 岳 氏

※講演会場（静岡大学東部サテライト）とオンラインで結び、大型スクリーン

により視聴する。

対 象 県民など

参加費 無料

申 込

二次元コード：

電 話：0558-24-2202

メール：kamo-chiiki@pref.shizuoka.lg.jp

（氏名、職業、電話番号、参加人数の記入をお願いします。）

いずれかの方法でお申込みください。

共 催
静岡大学未来社会デザイン機構東部サテライト

賀茂キャンパス活用推進委員会（静岡大学、静岡県賀茂地域局ほか）
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提 供 日 2026/10/20

タイトル 小中学生が"仕事の現場"へ！★今年度初開催★冬
の職場体験講座受講者募集開始

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 技能振興班

TEL 054-221-2954

小中学生が"仕事の現場"へ！★今年度初開催★冬の職場体験講座受講者募集開始

１ 要旨

静岡県では、地域の企業・事業所の魅力を伝え、子どもたちの将来の選択肢を広げ
るため、小中学生と保護者を対象に、企業紹介と職場体験を兼ねた「小中学生職場
体験講座」を開催します。今年度は初めて冬講座を開催します。
数多くの講座を御用意しておりますので、ぜひご参加ください。

２ 講座の概要

対 象 者 小学生（３年生から６年生まで）、中学生（１年生から３年生まで）、保護者

開催期間 11月14日（土）から12月25日（金）まで（募集開始：10月20日正午～）

開催場所 静岡県全域(賀茂・東部・中部・西部)の各企業が指定する場所

講座内容
企業が企画・運営を行う小中学生向けの職場体験
仕事内容の説明、会社や現場の見学、各種体験（ものづくり・重機操作体
験・イベント企画・商品開発・接客等）などを組み合わせた体験講座

ＨＰ

　（QRコード）　　　　　　https://shizuoka-shokuba.jp/　　
　　　　　　　　　　　　　　「静岡県職場体験講座」で検索

　　
応募方法 　上記ホームページよりお申し込みください。

３ 問い合わせ先

 　経済産業部就業支援局　職業能力開発課（担当：菅沼・田代）
　e-mail ： taikensyokuba@pref.shizuoka.lg.jp
　電話番号 ： ０５４－２２１－２９５４

＜参考＞小中学生夏休み職場体験講座（令和８年度）
　　　　　参加者：約1,700人、参加企業：約160社
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令和８年 10 月 23 日

定例記者懇談会資料

11 月の防災講座

（概要）

賀茂地域局では、地域防災力を強化するため、自主防災組織、教育機関等と連携

し、防災講座を開催する。

（開催スケジュール）

（賀茂地域局）

実施日時 実施場所 実施対象 内容等

①
11 月６日（金）

10:00～11:30

賀茂危機管理庁舎

（下田市）

４年生

約 20 人

浜崎小学校４年生の

庁舎見学

②
11 月６日（金）

13:25～15:00

朝日小学校

（下田市）

５年生

約 10 人

避 難 所 運 営 ゲ ー ム

（HUG）の事前学習

③
11 月９日（月）

9:15～11:00

松崎小学校

（松崎町）

４年生

約 30 人
災害図上訓練（DIG）

④
11月９日（月）

13:30～15:20

松崎中学校

（松崎町）

１年生

約 30 人

避 難 所 運 営 ゲ ー ム

（HUG）

⑤
11月12日（木）

13:25～15:00

朝日小学校

（下田市）

５年生

約 10 人

ジュニア版避難所運営

ゲーム（HUG）

⑥
11月12日（木）

17:40～19:45

下田高校定時制

（下田市）

全校生徒

約 30 人
災害図上訓練（DIG）

⑦
11月16日（月）

11:30～15:10

南伊豆中学校

（南伊豆町）

全校生徒

約 140 人

地震体験（車）

静岡県ジュニア防災士

養成講座（防災講話）

避 難 所 運 営 ゲ ー ム

（HUG）

⑧
11月17日（火）

10:25～12:05

熱川小学校

（東伊豆町）

５、６年生

約 50 人

ジュニア版避難所運営

ゲーム（HUG）
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（お願い）

・講座の取材を行う場合は、各学校まで取材を行う旨をご連絡ください。

・講座の内容については、変更になる場合があります。

・講座の内容に関するお問合せは下記担当までお願いいたします。

担 当：危機管理課 山田

連絡先：05 5 8 - 2 4 - 2 0 0 4

実施日時 実施場所 実施対象 内容等

⑨
11月18日（水）

9:30～10:30

伊豆海認定

こども園

（西伊豆町）

園児

約 20 人

防災ダック

地震体験（車）

⑩
11月20日（金）

10:40～11:45

伊豆の国

特別支援学校

伊豆下田分校

（下田市）

全校

児童・生徒

約 10 人

防災講話

地震体験（車）

⑪
11月24日（火）

13:10～15:00

河津中学校

（河津町）

全校生徒

約 130 人

地震体験（車）

避 難 所 運 営 ゲ ー ム

（HUG）

⑫
11月26日（木）

13:20～14:55

稲生沢小学校

（下田市）

５年生

約 20 人

災害イメージトレーニ

ング

⑬
11月27日（金）

10:00～11:00

賀茂危機管理庁舎

（下田市）

５歳児

約 20 人

南伊豆認定こども園

５歳児の庁舎見学

⑭
11月30日（月）

9:30～11:30

賀茂危機管理庁舎

（下田市）

４年生

約 20 人

稲生沢小学校４年生の

庁舎見学
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記者懇談会資料 令和８年 10 月 23 日

遺体収容所運営訓練の実施について

（趣旨）

南海トラフ地震等の大規模災害発生時に求められる遺体措置対応の一つで

ある「遺体収容所の運営」について、関係機関との連携や手順の確認を目的

とした運営訓練を実施する。

（概要）

１ 日時・場所・主催

○日時：令和８年 10 月 25 日（日）午後１時～３時

○場所：東伊豆町立体育センター

○主催：東伊豆町、県警察本部・下田警察署、県賀茂地域局・

賀茂健康福祉センター

２ 参加予定機関

賀茂医師会、賀茂歯科医師会、

下田消防本部、駿東伊豆消防本部東伊豆消防署、

下田海上保安部、陸上自衛隊第 34 普通科連隊、

東京電力パワーグリッド株式会社、葬祭業者、

下田市、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町

３ 訓練概要

○遺体収容の手順及び連携確認

（遺体搬入～受付～検視・検案～歯牙鑑定～遺体安置）

○遺族への相談対応の手順確認

４ 留意事項

○取材においては、東伊豆町立体育センター駐車場を御利用ください。

○当日の午前９時から正午までは、会場設営や手順の確認を行います。

○気象警報の発表等により訓練を中止する場合は、当日午前７時までに賀

茂管内報道機関あて情報提供いたします。

○駐車場に限りがあるため、取材を希望する方は事前に御連絡ください。

担 当： 危機管理課 田島・門口

連絡先： 0 5 5 8 - 2 4 - 2 0 0 4

（賀茂地域局危機管理課）

検視・検案 遺体安置遺体搬入・受付

10 月 14 日記者提供済み
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令和８年 10 月 23 日

定例記者懇談会資料

税を考える週間「県税広報展」の開催

（要 旨）
毎年、11 月 11 日から 17 日までの７日間を「税を考える週間」として、国、県、
市町及び関係団体等が連携し、全国各地で広報活動を行っています。
当所も、税の目的、仕組、使いみちなどを住民にわかりやすく説明し、身近な税
について考えていただく機会とするため、「県税広報展」を開催します。

（概 要）

※「税に関する作品」
「伊豆下田納税貯蓄組合連合会」が税をテーマにした作品を募集。小学生を対象
とした習字（賀茂地域からの応募総数 205 点、参加 14 校）とポスター（同４点、２
校）、中学生を対象とした作文（同 198 点、７校）の応募があり、各賞を決定した。
財務事務所長賞の受賞者は下記のとおり。

【静岡県下田財務事務所長賞】

【参考】昨年の会場の様子

（下田財務事務所）

項 目 内 容

時 期 令和８年 11 月 11 日（水）から令和８年 11 月 17 日（火）まで

場 所
１ マックスバリュ伊豆下田店２階（下田市西本郷１丁目６－26）
２ 静岡県下田総合庁舎１階ロビー

内 容
１ パネル資料や写真による県税の「使いみち」の紹介
２ 「税に関する作品」優秀作品の展示（※）
３ 広報資料（リーフレット）・啓発品の配付

部 門 受賞者氏名（敬称略）

習 字 冨田 文芽（東伊豆町立稲取小学校６年生）
と み た あや め

作 文 吉長 初美（松崎町立松崎中学校３年生）
よしなが は つ み

担 当：管理課 小松

連絡先：0558-24-2013
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令和８年 10 月 23 日

定例記者懇談会資料

医療・福祉・司法なんでもかんでも相談会【下田会場】の開催

（要旨）

病気や障害、仕事や生活、法律、お子さんの発育に関することなどの困りごとに

医療、福祉、司法の専門職がワンストップで相談をお受けする「なんでもかんでも相

談会」が、下田会場で開催されます。

（概要）

（その他）

・ １月以降の開催予定日

１月 30 日（土）

３月 13 日（土）

担 当：賀茂健康福祉センター

連絡先：0558-24-2033

（賀茂健康福祉センター）

日 時 令和８年 11 月 14 日（土） 13：30～15：30

会 場 静岡県下田総合庁舎 別館２階 賀茂キャンパス（下田市中 531－１）

申 込

予約制になりますので、下記までご連絡ください。

予約時に相談内容を伺います。

相談は無料です。

問合先
静岡市清水医師会相談室（静岡市清水区渋川２－12－１）

電話 ０５４－３４４－０５５０
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心配ごとお聞かせください！ 
※開催時間：13:30～15：30 

Kara  

医療 

会 談 相 

主 催：一般社団法人 静岡市清水医師会  

（委託先）一般社団法人 静岡県社会福祉士会（銀さら勉強会） 

共 催：一般社団法人 静岡市清水歯科医師会  清水薬剤師会  法テラス静岡 

    一般社団法人 静岡県精神保健福祉士協会  

協 力：静岡県国際交流協会 （福）静岡市社会福祉協議会 （福）菊川市社会福祉協議会 

    東伊豆町 伊豆市 湖西市 一般社団法人 浜名医師会 

 

必要に応じて他会場と 

オンラインでつなぎます 

お問い合わせ先： 

静岡市清水医師会相談室 

０５４－３４４－０５５０ 
〒424-0053静岡市清水区渋川2-12-1 

予約制 

詳しくは裏面へ 

一部 静岡県委託事業 

福祉 司法 

相談は無料です。 

予約時に相談内容を 

うかがいます。 

 

1 回目  5 月 9日(土) 

2 回目  7 月 11日(土) 

3 回目  9 月 19日(土) 

4 回目 11 月 14 日(土) 

5 回目  1 月 30 日(土) 

6 回目  3 月 13日(土) 

 

2026年度 開催予定 

病気や障害、仕事や生活、 

法律、お子さんの発育に関する

ことなど、困りごとなんでも 

ご相談下さい！ 

外国人の方、専門職の方も 

お気軽に！ 

33



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【菊川会場】菊川市総合保健福祉センター

菊川市半済１８６５

伊豆市小立野３８－２/湖西市古見１０４４ 

 

【伊豆会場】生きいきプラザ 
【湖西会場】湖西市健康福祉センターおぼと 

【下田会場】 下田総合庁舎2階 

下田市中531-1 

伊豆の国市田京 299-6 

伊豆会場・湖西会場は 

次回 R9年 1月 30日 

開催 
 

【東伊豆会場】 東伊豆町保健福祉センター 

賀茂郡東伊豆町白田306 

【伊豆の国会場】 大仁庁舎2階会議室 

【清水会場】 静岡市清水医師会 大会議室 

静岡市清水区渋川2-12-1 菊川市半済 1865 
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令和８年 10 月 23 日

定例記者懇談会資料

災害時の食の備えに関する研修・交流会を開催します

（要旨）

賀茂地域の健康づくり食生活改善推進員の資質向上と地区組織活動の活性化を図

るため、今回は「災害時の食の備え」をテーマに研修・交流会を開催します。

（概要）

（健康づくり食生活推進協議会とは）

“私達の健康は私達の手で”をスローガンに、食を通じて健康づくりを推進するボ

ランティア団体です。令和８年５月 13 日現在、県内 15 市町に 704 人の推進員がおり、

賀茂地域では４市町で 96 人が活動しています。

（今年度のテーマ）

東日本大震災の被災地の声をもとに、「いつも」も「もしも」の時にも役立つテキ

スト「どんなときも♪レシピ」を味の素ファンデーションが考案。過去の災害からの

教訓を講習会で学び、活動に活かすことを目指します。

（その他）

当日、取材に来られる場合は、前日までに下記担当まで御連絡ください。

担 当：健康増進課

連絡先：0558-24-2037

（賀茂健康福祉センター）

日 時 令和８年 11 月 25 日（水）10:00～14:30

会 場 東伊豆町保健福祉センター １階 研修調理室（東伊豆町白田 306）

対 象
健康づくり食生活推進員（下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町）、

市町担当者 約 25 人

内 容

第１部「どんなときも♪レシピ」講習会、調理実習

講師 公益財団法人味の素ファンデーション 山田幹夫 氏

第２部「どんなときも♪レシピ」講習会の自主開催パッケージ説明会

講師 公益財団法人味の素ファンデーション 山田幹夫 氏

第３部 活動報告、情報交換

活動発表：南伊豆町健康づくり食生活推進協議会

食育活動表彰受賞報告：東伊豆町健康づくり食生活推進協議会

主 催 県賀茂健康福祉センター、健康づくり食生活推進協議会賀茂連絡会
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定例記者懇談会資料

園児がフラワーアレンジメントを体験

１ 要 旨

賀茂地域青年農業士（※１）連絡会は、花育活動（※２）の一環として賀茂地域

内の園児を対象に、フラワーアレンジメント体験を実施します。

この取組は、賀茂地域の特産品を使用することで、地域の農業への関心を高める

ことを目的にしています。

２ 概 要

担 当：企画経営課 夏賀

連絡先：0558-24-2076

（賀茂農林事務所）

実施日時

及び

会 場

令和８年11月12日（木）9：00～

ひがしいず幼稚園（東伊豆町稲取）

令和８年12月３日（木）9：00～

仁科認定こども園（西伊豆町仁科）

令和８年12月３日（木）10：00～

伊豆海認定こども園（西伊豆町田子）

令和８年12月22日（火）10：00～

聖和保育園（松崎町峰輪）

内 容
・カーネーションの説明

・フラワーアレンジメント体験（東伊豆町産カーネーション使用）

参加者
・園児 20名程度（各園）

・賀茂地域青年農業士連絡会員 ３名（予定）

主 催 賀茂地域青年農業士連絡会

その他

取材を希望される場合は、各回の前日までに下記担当まで御連絡

ください。

※１ 40 歳以下の、一定の農業経験を有し、農村青少年の自主的

な組織活動に積極的に参画し、中心的役割を果たしている者

又は中心的役割が期待される者

※２ 花や緑に親しみ、育てる機会をとおして、やさしさや美しさ

を感じる気持ちを育むこと
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狩猟解禁に伴う一斉パトロールの実施

１ 目 的

11 月１日からイノシシ、ニホンジカのわな猟・銃猟に限り狩猟が解禁になるのに

伴い、下田警察署協力の下、関係者による狩猟者への県下一斉パトロールを実施し、

狩猟における違反及び事故の防止を図ります。

２ 概 要

担 当：森林整備課 大橋

連絡先：0558-24-2082

（賀茂農林事務所）

実施日時

令和８年 11 月１日（日） 8：30～10：30

※ 各市町役場駐車場に 8：30 に集合しパトロールを実施。

（西伊豆町のみ、11 月 15 日（日）に実施）

※ 雨天決行

実施場所
狩猟者が訪れることが予想される地域、鳥獣保護区など狩猟に制

限がある地域 等

出席者

下田警察署(下田市、西伊豆町のみ参加）

賀茂猟友会、静岡県鳥獣保護管理員

管内各市町、賀茂農林事務所、県自然保護課（西伊豆町のみ参加）

実施方法

・市町ごとに班を編成し巡回します。

・鳥獣保護管理法の遵守状況を見回るほか、狩猟者に対し声掛け

やチラシ等による注意喚起、啓発を行います。（捕獲禁止場所や

禁止猟法で狩猟をしていないか、無登録で狩猟していないか等）

狩猟期間
（静岡県の場合）

・令和８年 11 月 15 日（日）～令和９年２月 15 日（月）

※ 但し、イノシシとニホンジカに限り、

令和８年 11 月１日（日）～令和９年３月 15 日（月）

その他

・取材は、11 月１日（日）は下田市、11 月 15 日（日）の西伊豆

町が可能です。

・取材を希望される場合は、10 月 30 日（金）、（西伊豆町：11 月

13 日（金））までに下記担当まで御連絡ください。
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体験充実！親子で楽しむ「土木の日」がパワーアップ

１ 要旨

下田土木事務所では、建設業や関連産業に親しんでもらうことを目的に、体験型

イベント「土木の日×はたらく船もあつまれ！」を開催します。

関係団体の協力を得て、大型クレーン船や建設重機の展示・操作体験をはじめ、

港や地域を支える様々な産業の魅力を親子で体感できる機会を提供します。

今年は新たな取組として、本格派重機シミュレーター「重機で GO」の体験や、静

岡県森林連合会による丸太コースターづくり、下田海中水族館によるウミガメ展示

などが加わります。

２ 開催日時

令和８年 11 月７日（土）10：00～15：00

３ 開催場所

下田港荷さばき地（道の駅「開国下田みなと」南側広場）

※来場者は、臨時駐車場（別添チラシ参照）を御利用ください。

４ 協力団体

国土交通省沼津河川国道事務所・国土交通省下田港事務所・下田海上保安部・名

古屋税関 清水税関支署 下田監視署・下田警察署・下田消防本部・下田市役所・(一

社)下田建設業協会若手の会・(株)ウインディーネットワーク・(一社)静岡県地質

調査業協会・静岡県道路舗装協会・太陽建機レンタル(株) 下田支店・静岡県生コ

ンクリート工業組合青年部協議会・伊豆生コンクリート協同組合・静岡県森林組合

連合会・下田海中水族館・IZU と DAO 合同会社（別添チラシ参照）

５ イベント内容

・バックホウ、大型クレーン船等の建設重機の展示・操作

・パトカー、白バイ、水上バイクの展示・試乗

・道路舗装について学べる展示、測量の体験

・丸太コースター作り、ウミガメの展示

６ その他

・雨天中止などの最新情報はインスタグラムにて配信します。

・同時開催：下田商工会議所主催「下田商工祭」（道の駅 大型駐車場）

担 当：企画検査課 曽根、富田

連絡先：0 5 5 8 - 2 4 - 2 1 1 3

（下田土木事務所）
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西伊豆にも“はたらくくるま”がやってくる！
～「夕陽のまち西伊豆町ふるさとまつり」への土木ＰＲブースの出展～

１ 要旨

下田土木事務所松崎支所では、土木の魅力を発信し、地域の方々に建設業や関連

産業に親しんでもらうことで、将来の担い手確保や防災意識の向上を図るため、西

伊豆町建設組合、松崎町建設業組合と共同で「夕陽のまち西伊豆町ふるさとまつり」

に土木のＰＲブースを出展します。

当日は、重機（ミニユンボ）の操作体験や道路パトロールカーの展示などを行い

ます。

２ 日時

令和８年 11 月８日（日）10：00～14：00

（「夕陽のまち西伊豆町ふるさとまつり」が中止になった場合には実施しません）

３ 会場

黄金崎クリスタルパーク駐車場（賀茂郡西伊豆町宇久須 2204-3）

４ 内容

・重機（ミニユンボ）の操作体験 ・ふじっぴーとの記念撮影

・道路パトロールカーの展示 ・どぼクイズと記念品グッズ配付

・松崎支所管内の土木工事の紹介

ミニユンボ操作体験（令和７年度） 道路パトロールカー（イメージ）

担 当：松崎支所 平田

連絡先：0558-42-0003

（下田土木事務所）
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くらしに役立つ県民講座

～未来につなぐ終活・相続の話～

１ 要 旨

賀茂広域消費生活センターでは、住民から寄せられる相談の中で特に件数が多い

「相続」をテーマに講座を開催します。

高齢化率の高い賀茂地域において、自分らしい人生の締めくくりに向けた「終活」

の重要性が高まっています。

本講座では、J-FLEC（金融経済教育推進機構）から講師を迎え、終活や相続に必要

な基本的な知識や外部知見の活用などを学ぶ講座を行います。

２ 日 時 令和８年 11 月 20 日（金）13：00～15：00

３ 会 場 静岡県下田総合庁舎２階 賀茂キャンパス

４ 内 容 ・消費生活センターのミニ講話（20 分）

・講演 「未来につなぐ終活・相続の話」(90 分）

講師 大石美津子（おおいしみつこ）氏（Ｊ－ＦＬＥＣ講師）

５ 対象者 一般県民、消費生活相談員、県民相談員、市町行政職員など

６ 受講料 無料

７ 定 員 先着 40 名

８ 申込み 電話・ＦＡＸ・メールで賀茂広域消費生活センターまでお申込みくだ

さい

※ チラシ参照

担 当：松久

連絡先：0558-24-2206

（賀茂広域消費生活センター）
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くらしに役立つ
県民講座

～未来につなぐ終活・相続の話～

参加
費

無料

令和８年11月20日(金) 13:00～15:00
賀茂キャンパス
おおいし み つ こ

大石 美津子 氏（J-FLEC講師）

先着40名・

静岡県下田総合庁舎２階
下田市中531-1

電話・メールまたは下記申込書に
必要事項を記入のうえ
FAXでお申し込みください

会 場

講 師

定員･申込

賀茂広域消費生活センター 〒415-0016 下田市中531-1県下田総合庁舎6階
TEL：0558-24-2206 /E-mail：kamo-shohi@mm.pref.shizuoka.jpお問い合わせ

お名前 お住まいの市町 電話番号またはメールアドレス

受講申込書  FAX：0558-24-2210くらしに役立つ県民講座
「未来につなぐ終活・相続の話」

これからの人生を、自分らしく。

終活で安心を準備しましょう！
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